
歩

新

新
潟
教
会
成
立
と
新
島
先
生
の
意
図

新
島
先
生
は
大
磯
の
病
床
か
ら
、
新
発
田
の
播

師
広
津
友
信
に
、
延
々
四
間
に
及
轟
状
を
送
っ
て
、

北
越
伝
道
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
、
深
い
情
愛
を
も

つ
て
励
ま
し
て
お
ら
れ
ろ
。
炊
乳
歌
は
先
生
の
当

時
の
補
を
よ
く
一
尓
し
て
い
ろ
。

い
し
が
ね
右
評
か
し
と
て
一
筋
に

射
る
矢
に
こ
も
る
大
丈
夫
の
姦

北
越
伝
道
術
某
氏

た
だ
に
月
下
能
越
を
併
す
の
み
な
ら
ず

八
州
を
践
渉
す
る
は
定
れ
罪
が
分

壮
図
却
っ
て
促
す
男
児
の
涙

滴
々
そ
そ
い
で
纓
々
の
文
を
な
す

先
生
の
伝
道
心
は
火
の
よ
う
に
燮
、
色
分
け
し

て
書
い
六
日
本
地
図
に
は
神
の
国
建
設
大
方
針
が

建
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
北
陸
地
方
伝
道

の
一
拠
点
と
し
て
新
潟
に
早
く
か
ら
洪
関
心
を
示

さ
れ
て
い
六
。

し
か
し
新
潟
に
は
先
生
の
北
越
伝
道
開
始
以
前
に

神
の
御
計
画
が
既
に
な
さ
れ
て
い
九
。
す
な
わ
ち
、

安
政
六
年
日
米
条
約
が
結
ば
れ
る
と

,
.
、
 
r
,
{
J
 
」

易
の
一
つ
一
~
麺
疋
さ
れ
北
そ
し
て
新
潟
町
■
米
国

領
事
ラ
ウ
ダ
ア
の
岳
父
ブ
ラ
ウ
ン
が
県
当
局
か
ら
の

依
頼
で
英
語
学
校
教
師
と
し
て
着
任
し
北
。
彼
は
十

力
月
間
の
在
任
中
、
日
曜
日
こ
と
に
血
書
を
教
え
九

北
め
に
、
知
需
令
で
そ
の
職
を
失
い
横
浜
に
去
っ

九
彼
は
横
浜
で
植
村
正
久
始
め
多
く
の
吉
年
を
育

成
し
六
が
、
そ
の
円
下
生
の
一
人
、
抑
川
方
謬
ス
コ

ツ
ト
ラ
ン
ド
人
の
医
師
。
ハ
ー
ム
宣
教
師
の
恊
力
者
と

し
て
明
治
八
年
に
壽
に
送
っ
た
。
彼
ら
織
心
に

医
療
と
仏
道
に
励
ん
だ
が
十
六
年
新
潟
を
去
っ
て
、

ー
ム
は
隈
に
、
押
川
は
仙
台
に
赴
い
九
。

仟
1

ハ

1
j

ら
が
な
ぜ
新
潟
を
去
っ
た
か
ず
確
な
理
由
は
わ
か
ら

な
い
が
、
一
三
推
測
す
れ
ば
、
①
明
治
卜
三
年
の
大

火
災
に
あ
い
苦
心
し
て
築
い
北
病
院
及
び
伝
道
所
の

施
設
あ
類
焼
し
六
こ
と
②
優
れ
九
西
洋
医
術
を
も

つ
て
市
民
か
ら
信
頼
を
受
け
な
が
ら
も
異
教
約
な
風

土
に
お
け
る
器
ば
に
あ
っ
北
③
仏
教
地
盤
に
お
け

一
」ナ

る
福
'
の
宣
教
は
客
易
で
な
か
っ
九
こ
と
な
ど
に
ょ

る
。
以
上
υ
よ
う
な
伏
況
か
ら
新
潟
の
伝
道
を
ア
メ

リ
カ
ン
ボ
ー
ド
取
仞
の
宿
◆
備
0
 
.
 
H
 
.
キ
ュ
リ
ッ

ク
夫
妻
、
 
R
 
・
 
H
 
・
、
デ
ビ
ス
夫
妻
ら
に
引
継
い
た
。

そ
し
て
翻
明
治
十
七
年
の
夏
に
は
、
大
阪
の
沢
山
保

梁
来
港
し
、
約
二
力
月
門
の
応
援
伝
道
を
し
て
、

く
r
よ
1
 
成
減
仁

k
き
な
^
巣
を
上
げ
た
。

沢
山
1

枝
を
送
一
,
北
。
成
頼
は
明
汽
十
九
]
、
小
潟
削
合

教
会
貌
翌
し
、
第
一
代
牧
印
と
な
六
。
そ
の
後

も
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
は
、
ス
カ
ッ
ダ
ー
、
オ
ー
ル

歴史散
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テ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
マ
ッ
コ
ー
ル
な
ど
の
有
為
存
一

誌
を
送
り
、
多
い
ー
は
十
数
名
の
宣
叡
県
定

侘
し
、
盛
ん
に
釜
し
九
。
明
治
二
十
郁
に
は
一
年

^
一
じ
、
^
^
寸
^
^
^
^
を
^
え
北
^
^
じ
あ
っ
た
。

し
か
し
必
、
-
9
し
も
一
劣
な
仏
週
で
は
な
か
っ
北
。
成

荷
は
一
'
平
は
力
り
.
急
と
教
h
に
W
ん
だ
カ
エ

任
し
五
米
し
六
。
そ
の
後
、
新
窕
田
よ
り
広
沌
友

信
が
後
阜
&
父
け
継
ぎ
、
教
勢
の
発
^
に
つ
と
め
九
。

当
埒
紗
掃
女
学
撲
北
§
玉
な
ど
の
複
刈
な
諸

勢
力
が
あ
っ
九
の
で
、
と
か
く
教
会
凶
部
に
ま
で
問

題
が
及
ぴ
、
分
派
的
な
空
.
丸
を
生
み
、
紛
t
起
し

九
よ
う
で
、
疹
も
一
年
余
で
発
し
北
。
そ
の
頃
、

堀
貞
一
は
教
公
視
楽
の
名
目
で
来
港
し
て
い
た
が
、

新
島
光
生
の
北
越
仏
一
撮
郷
人
氏
の
ナ
だ
臂
て
遂

に
自
ら
.
、
代
U
牧
帥
と
し
て
符
仟
し
北
彼
は
熱
心

に
仏
道
し
、
明
治
一
十
四
年
卜
一
月
に
ト
ハ
名
の
受

洗
者
を
出
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
に
木
§
鉤
松

が
あ
六
。
以
伊
、
山
吸
U
接
に
新
島
先
生
の
感
化

指
導
を
受
け
た
同
志
社
人
が
新
潟
教
会
と
そ
の
周
辺

に
お
い
て
、
伝
道
牧
界
に
あ
北
っ
て
い
る
。

北
越
学
館
と
新
潟
女
学
校

^
^
^
^
^
^
将
^
^
^
^
^
^
^
^
^
゛
^
^
ω
^

て
協
力
を
求
め
「
新
潟
女
学
校
を
設
立
し
、
地
方
の

有
力
者
、
地
上
、
商
家
の
子
女
の
教
夏
当
っ
北
。

ま
九
方
新
潟
の
人
、
河
談
次
郎
と
村
上
而
の
加

^
^
、
^
^
^
^
^
山
^
^
゛
^
」
^
一
,
H
し
^
L
^
^
^
、
^
^

や
宝
以
帥
ス
カ
ッ
ダ
ー
の
勧
め
に
応
じ
て
、
こ
れ
を

献
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
心
或
「
北
越
学
館
」
と
し
て
発

足
せ
し
め
、
多
く
の
人
材
を
ガ
成
し
九
。
教
一
以
と
し

て
内
村
誓
や
松
村
介
七
、
田
倫
教
帥
と
し
て
同
志

社
也
・
羣
巾
脚
柴
治
な
ど
を
"
い
北
の
で
郷
土
ω

有
為
な
:
U
讐
穫
競
っ
て
こ
こ
に
入
学
し
六
。
広
範

な
角
等
教
力
忍
な
し
英
調
数
子
、
洪
文
に
上
力
を

部
き
な
が
ら
「
片
通
字
<
高
を
教
授
し
、
市
内
の
文

化
臼
ヒ
U
凉
泉
を
な
し
九
」
(
市
史
)
と
■
わ
れ
る
。

し
か
し
保
守
反
動
の
波
が
起
り
、
吻
治
一
十
五
年
に

は
バ
,
尋
俤
中
十
校
力
淑
立
さ
れ
、
ま
大
イ
璃
凶
酬

に
才
い
て
は
、
教
頭
と
宣
教
師
と
の
ザ
A
が
艮
く
な

か
っ
九
の
で
、
宣
諾
ら
は
失
望
し
て
粍
し
北
九

め
、
止
汀
な
く
二
十
六
誓
N
を
も
つ
て
新
姿
学

校
も
、
北
越
当
郡
も
廃
校
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ

0

た

教
帥
今
泉
真
幸
ら
は
強
年
後
に
北
越
学
鯨
再
興
を
捌

し
て
、
同
郡
謬
"
.
"
そ
の
他
の
学
校
に
入
学
し
北

」
)
島

そ
の
士
心
を
と
げ
な
か
っ
九
。

力

後
年
長
田
時
行
が
、
聖
友
女
学
校
を
造
っ
五
年

の
新
潟
女
学
校
の
女
子
教
一
1
を
冉
興
し
九
が
、
こ
巾

も
適
当
な
後
継
省
を
響
ず
、
数
年
で
北
灣
荒
器

ー
エ
ル

の
ま
れ
て
し
系
っ
九
。

同
志
社
と
新
潟
伝
道

細
合
教
会
就
世
釜
備
始
し
て
以
来
、
同

士
心
孔
関
係
老
か
活
窕
な
側
き
を
朕
川
し
て
い
る
が
、

ま
た
当
地
カ
カ
'
つ
も
多
く
ω
人
物
か
珍
W
し
て
い

る
 
U
且
出
身
の
怯
央
鉄
一
は
1
寝
椴
長
で
あ
っ

六
か
、
幽
一
モ
を
敦
公
に
駄
げ
、
牧
鄭
:
ム
道
を
な
し
、

斗
矼
も
な
お
そ
の
イ
息
乾
劇
力
,
心
を
休
い
で
い

、し

る
五
呆
か
ら
出
た
木
村
洞
松
は
優
れ
尤
釜
考
と

し
て
厘
く
そ
の
b
イ
を
矢
わ
れ
、
そ
の
令
鄭
岩
村
沽
四

郎
は
伺
志
礼
に
野
」
び
、
火
森
め
ぐ
み
教
会
の
創
立
者

で
あ
る
。
そ
の
他
、
前
神
一
教
公
牧
帥
・
鈴
木
浩
'
一
、

儿
浪
花
教
公
牧
例
・
芹
野
1
J
人
剣
小
熊
教
会
の
川

崎
供
竹
な
ど
の
人
物
永
ん
で
い
る
。

ま
^
H
^
オ
^
吊
 
1
r
心
消
y
ノ
士
"
Ⅱ
^
^

教
会
に
は
県
郷
人
及
び
そ
の
関
係
者
が
代
々
赴
任

し
て
北
赳
一
似
に
羽
鳥
北
牛
、
の
'
の
一
端
か
生
か
さ

れ
て
い
る
。
紗
温
に
は
大
寓
木
七
只
、
搬
賀
庇
之
助
、

長
山
"
h
 
杉
油
設
人
け
力
左
一
則
、
甑
儿
田
に

木
月
難
波
宣
、
田
叩
金
放
、
燕
に
佐
燦
戊
見
、
長
岡

忙
愛
本
与
吉
劇
な
ど
の
先
認
力
六
い
に
活
動
し
て
同

志
社
の
粘
判
的
な
蝶
座
を
も
北
ら
し
て
い
る
。

(
昭
和
二
四
年
大
神
・
新
潟
教
会
牧
師
)
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